
 
 

 
平成22年度実績評価書 

「政策の目標」 

組織運営の方針２：高い能力と見識を有する人材の育成・確保 
 

（評価書 490 頁）

評 価 意 見 

評価基準ごとの審査 評価の判断理由等 

（基本的状況） 

職員の職務遂行能力の維持・向上を図る観点から、専門知識の修得

及び教養を身に付けること等を目的とした研修を実施していくことが

重要である。 

（22年度の運営概況） 

財務省では、財務総合政策研究所、税関研修所、税務大学校の各研

修機関において、財務行政を取り巻く環境の変化を的確に捉え、業務

の専門性に応じた研修体系を整備し、研修の実施に取り組んだ。 

（達成度に係る評価の理由等） 

研修の実施については、各研修機関において職場の研修ニーズや職

員の要望を踏まえ、行政を取り巻く環境の変化に対応した研修内容の

見直しを行っているほか、研修講座の新設や再編を行い、着実に研修

を実施していることから、「Ｂ 達成に向けて進展があった。」と評

価した。 

１ 「政策の目標」の達成度 

Ｂ 達成に向けて進展があった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（今後の課題） 

今後とも、効果的・効率的な研修の実施に向けて、所管行政を取り

巻く環境の変化に対応した研修内容の見直しや研修講座の新設、再編

を引き続き適切に行うことが課題である。 

２ 事務運営のプロセスの適切性、有効性、効率性 

適切であった。 

有効であった。 

おおむね効率的であった。 

 

 

 

 

 

（事務運営プロセスに係る評価の理由等） 

（適切性） 

研修の実施については、職場の研修ニーズや職員の要望等を踏ま

え、研修の時期の設定から研修教科、研修時間、研修講師等多岐にわ

たり研修内容の見直しを行ったうえで実施している。 

（有効性） 

研修講座については、所管行政を取り巻く環境の変化に応じ、新

設、再編が行われるなど有効な研修が行われている。 

（効率性） 

現在、限られた施設、期間をもって効率的な研修の実施に努めてい

るものの、今後新たな行政需要に対応した研修を引き続き着実に実施

するうえで、効果的な研修をより効率的に提供するための手法につい

ての検討が必要である。 

３ 結果の分析の的確性 

 的確に行われている。 

 

 

（結果の分析の的確性に係る評価の理由等） 

各種会議や調査を通じた研修ニーズの把握やアンケート調査等によ

る受講者の意見等の把握を行う事により、次年度からの研修の内容の

見直しや研修講座の新設、再編等に生かされている。 

４ 当該政策や、政策評価システムの運用の改善への提言 

 政策について有益な提言がなされている。 

 

 

 

 

（今後の提言等） 

（政策の改善） 

行政需要に対応した研修を着実に実施することを通じて、高い能力

と見識を有する人材の育成・確保に努めることとしている。 

 

 

 

 

 

 

 

講 評 
（平成23年６月
「財務省の政策評
価の在り方に関す
る懇談会」） 

 
 
 
 
 
 

 


